
・新たに外務次官級協議及び防衛次
官級協議をそれぞれ設置。

・ラオス国防省への災害対応に資す
る資機材の供与に向けた検討。

日ラオス外交関係樹立70周年

包括的・戦略的パートナーシップへの格上げに関する共同声明 令和７年１月
外務省南東アジア第一課

意義

✓ 2025年は、日ラオス外交関係樹立70周年となる節目の年。政治・安全保障、経済協力、貿易・投資、人的
往来等、あらゆる分野での関係強化を踏まえ、両国関係を2015年からの「戦略的パートナーシップ」から
「包括的・戦略的パートナーシップ」に格上げする。

✓ ラオスの今後のLDC卒業や中高所得国入り目標を見据え、ラオスの自律的で質の高い経済発展及び財政安定
化に寄与し、連結性・強靭性を強化するための支援の方針を確認。

✓ 政治・安全保障分野における対話の強化とともに、FOIPの実現等の地域・国際社会における協力を促進。

共同声明の主な内容

・「次世代共創パートナーシップ-文化
のWA2.0-」を通じた交流の更なる活
性化。
・人材育成支援の強化。

・ラオスの自律的で質の高い経済発
展及び財政安定化に向けた協力。

・クリーン電力供給能力の潜在性発
揮、東西経済回廊の橋梁改修、教育
の質の向上、不発弾除去、防災支援。

・AOIPとFOIPが基本原則を共有する
ことを確認。

・国連安保理改革、日本の常任理事
国入りへの支持。
・AZECを活用し脱炭素に向けて積極
的に貢献。

・ミャンマー等、地域・国際情勢につ
いて立場を共有。

・2025年大阪・関西万博への参加に
向けた協力を確認。

・法制度整備支援の継続。

人的・文化交流、人材育成貿易・投資政治・安全保障

経済・社会分野

地域及び国際問題における協力
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